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広報伊丹■２０２３（令和５）年８月１日 第１４９９号（４）
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

昭和２０年８月、広島・長崎市に原子爆弾が投下されました。同月１５日には太平洋戦争が終結し、
今年で７８年を迎えます。２１世紀の現在、ロシアのウクライナへの侵略は今なお続いています。国際
社会の平和と秩序、安全を脅かす行為は、断じて容認することはできません。核兵器の恐ろしさ、
戦争の悲惨さと愚かさを語り継ぎ、平和の尊さを次世代に引き継いでいかなくてはなりません。「被
爆体験語り部」として、自身の戦争体験を後世に語り継ぐ活動をしている伊丹市原爆被爆者の会の
会長・小泉雄次さん（８６）に原水爆禁止伊丹協議会理事長・元見三郎さんが話を聞きました。

小泉雄次さん

小
泉
さ
ん
は
、
市
内
の
小
学
校

で
、「
被
爆
体
験
語
り
部
」
と
し
て

自
身
の
戦
争
体
験
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
、い
ち
ば
ん
言
い
た
い
こ
と
。

広
島
の
平
和
記
念
公
園
は
、
今
は

広
々
と
し
た
美
し
い
公
園
で
外
国
か

ら
偉
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
話
に

来
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、
そ
れ

が
ど
う
い
う
場
所
な
の
か
、２
尺（
約

６０
㌢
㍍
）
も
地
面
を
掘
れ
ば
人
骨
が

出
て
く
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
、
皆
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」。

「
そ
こ
は
、
初
め
か
ら
何
も
な
か

っ
た
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
る
日
ま
で
は
、
木
造
の

家
屋
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の
人
々
が

暮
ら
し
て
い
た
場
所
で
し
た
。
一
瞬

に
地
獄
絵
図
と
化
し
た
中
で
、
身
元

の
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
死
者
の
遺
体

が
焼
か
れ
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
焼
か

れ
て
い
な
い
遺
体
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
」。

「
そ
の
後
片
付
け
の
き
ち
ん
と
さ

れ
な
い
ま
ま
、
土
砂
を
埋
め
て
整
地

し
て
作
っ
た
公
園
で
す
。
悲
し
み
も

恨
み
も
そ
の
ま
ま
残
し
た
ま
ま
、
い

わ
ば
墓
地
そ
の
も
の
の
よ
う
な
場
所

な
の
で
す
」。

小
泉
さ
ん
が
被
爆
さ
れ
た
の
は
８

歳
の
時
。
広
島
市
内
に
勤
め
て
い
た

父
親
を
捜
し
て
、
母
親
と
一
緒
に
市

内
に
入
り
ま
し
た
。

足
の
踏
み
場
も
な
い
が
れ
き
の

中
、
市
電
の
走
っ
て
い
た
道
路
の
跡

だ
け
は
、
辛
う
じ
て
道
で
あ
る
と
分

か
り
、
人
が
歩
く
こ
と
が
で
き
た
と

話
し
ま
す
。

小
泉
さ
ん
の
父
親
は
奇
跡
的
に
救

出
さ
れ
て
い
て
、
宇
品
港
か
ら
宮
島

へ
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち

の
病
院
を
転
々
と
し
て
、
数
年
が
か

り
で
よ
う
や
く
回
復
さ
れ
た
よ
う
で

す
。同

じ
よ
う
に
自
分
の
父
親
を
捜
し

に
来
て
い
た
人
は
、
よ
う
や
く
焼
け

焦
げ
た
父
親
の
弁
当
箱
だ
け
を
探
し

当
て
、
遺
骨
の
代
わ
り
に
郷
里
の
宮

崎
に
持
ち
帰
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
、
見
聞
し
た
出
来
事
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
小
泉
さ
ん
は
短
歌

に
託
し
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
が
父
の
原
爆
体
験

結
論
は

心
の
底
か
ら

戦
争
呪
う
」

◆
千
田
町

広
島
女
子
高
等
師
範
学

校
に
て

「
一
瞬
に
校
舎
倒
さ
れ

も
う
も

う
と

砂
煙
高
く
舞
い

暗
闇
に
な

り
き
」

「
先
生
！

助
け
て
く
だ
さ
い
！

お
母
さ
ん
！

校
舎
の
間
に
挟
ま
れ

て

上
向
き
の
人

下
向
き
の
人
」

「
校
庭
の

テ
ン
ト
の
中
に
ご
ろ

寝
す
る

隙
間
よ
り
見
る

青
い
火

赤
い
火
」

◆
８
月
８
日

浅
野
図
書
館
に
て

「
広
間
に
は
魚
市
の
ご
と

死
体

あ
り

顔
を
の
ぞ
き
て

歩
む
人
あ

り
」

◆
死
体
処
理

紙
屋
町
交
差
点
に
て

「
投
げ
込
め
る

重
な
り
合
っ
た

死
体
に
は

油
を
か
け
て

焼
き
縮

ま
せ
り
」

「
偉
い
人
は

最
後
の
ひ
と
り
ま

で
戦
え
と
言
い
ん
さ
る
が

親
も
子

も
家
内
も
死
ん
で

何
に
な
る
の

か
」「

む
さ
ぼ
り
て
荒
ら
し
つ
く
す
な

こ
の
地
球

後
の
世
に
生
ま
れ
来
る

人
々
の
た
め
」

原
爆
死
没
者
に

黙
と
う
を

７８
年
前
の
８
月
６
日
午
前
８
時
１５

分
広
島
市
に
、
８
月
９
日
午
前
１１
時

２
分
長
崎
市
に
、
原
爆
が
投
下
さ

れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
願
い
、
各
日
時
に

と
う

１
分
間
の
黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月
１５
日
は
終
戦
記
念
日

で
す
。
全
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
正

午
か
ら
１
分
間
の
黙
祷
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
同
和
・
人
権
・
平
和
課
�
７８４

・
８
１
４
８
。

第
３０
回

伊
丹
・
平
和
の
美
術
展

８
月
１０
〜
１４
日
の
午
前
１０
時
〜
午

後
６
時
。

本
市
の
美
術
家
が
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

作
品
を
展
示
。

会
期
中
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支

援
募
金
箱
」
も
設
置
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
井
上

歓
喜
＆
松
浦
優
也
サ
ッ
ク
ス
と
ギ
タ

ー
の
奏
で

８
月
１１
日
㈷
午
前
１０
時

半
〜
１１
時
、
１１
時
半
〜
正
午
。

美
術
作
品
に
囲
ま
れ
た
空
間
で
、

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
井
上
歓
喜
さ
ん
と

ギ
タ
ー
奏
者
の
松
浦
優
也
さ
ん
が
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
た
即

興
曲
や
故
郷
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
な

ど
を
届
け
ま
す
。

＊

＊

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
６
階
の
中

ホ
ー
ル
で
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
市
文
化
振
興
課
�
７８４
・
８
０
４

３
。

平和記念公園（広島県）
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ぐ
ら

図
書
館「
こ
と
ば
蔵
」

で
８
月
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
日
時
・

内
容
な
ど
は
下
表
の
通

り
。問

同
館
�
７８４
・
８
１

７
０
（
※
は
�
７８３
・
２

７
７
５
）。

◎
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
「
対
策

講
座
」

８
月
１５
日
㈫
午
後
２
時
、

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
１
階
の
多
目

的
室
２
で
。

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
生

か
せ
る
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
小
学
４
〜
６
年
生

１０
人
。

�
８
月
１
〜
１３
日
に
直
接
か
電
話

で
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８３
・
２

７
７
５
へ
。
先
着
順
。

図書館「ことば蔵」
８月のイベント

親子で遊ぼう！紙芝居

８月の図書館「ことば蔵」イベント

平和都市宣言
おおもと

平和は人が生きるための大本です。戦争はか
いの ち

けがえのない生命を奪い、幸せをふみにじりま
す。

むご

いま、世界は恐ろしい核兵器をなくし、惨た
らしい戦争のない社会をつくろうと、ようやく
歩みはじめました。が、ここで心をゆるめては
なりません。
戦争は人の心の中にひそんでいるのです。
人類が幸せを分かち合える地球環境をつく

り、自由と人権を尊び、差別や貧困をなくすこ
とも、すべて平和の問題です。
私たち市民は、平和な社会を築くことを誓

い、ここに平和都市を宣言します。

平成２年１１月１０日 伊丹市

申し込み方法
※１～１５日に同館へ。先着
順
※当日直接、会場へ。先着
順

当日直接、会場へ

※当日直接、会場へ。先着
順

※当日直接、会場へ。先着
順

当日直接、会場へ。先着順

※当日直接、会場へ

当日直接、会場へ。先着順

同館へ。先着順

当日直接、会場へ。先着順

当日直接、会場へ

同館へ。先着順

当日直接、会場へ

同館へ。先着順

当日直接、会場へ

参加料

無料

５００円

無料

対象・定員
９月生まれの小学生３人
（要図書館利用券）
１歳以下と
その保護者各２５組

定員なし

１５歳以上１５人

①５歳～小学生１５人
②２～４歳と
その保護者２５組

小学生以下と
その保護者１００人

幼児～小学生
定員なし

小学生以下と
その保護者２０人

１０人

親子１０組

小学生１０人

小学生
定員なし

１０人

５～１２歳とその保護者
定員なし

５～１２歳とその保護者
３０人

定員なし

内容

誕生日に合った本２冊を選んで９月に貸し出し

絵本の読み聞かせなど

交流フロアの運営やイベントを発案・検討する
市民参加型の会議

大人向け絵本の読み聞かせなど

絵本の読み聞かせなど

写真を撮って、自分だけの免許証を作る

絵本の読み聞かせ（午後３時から紙芝居）

牛乳パックで絵あわせおもちゃを作る

車椅子利用者に手を差し伸べられる車椅子サポ
ーターを目指す

紙芝居の後、ミニ紙芝居を作る

本を紹介し合い、語り合うカエボン部の夏休み
特別企画。読書感想文作成の相談

ことば蔵でイベントを開催している団体・個人
のモノづくりや展示などのブースが登場
自分だけのオリジナル冊子をつくるワークショ
ップ

伊丹市文化財ボランティアの会会員による紙芝
居

ボール紙とたこ糸でスルスル登る人形を作る

フロアいっぱいに引かれた線路を「ことば蔵ト
レイン」（ミニ電車）が走る

日時

２日㈬午前１０時、１０
時半

２日㈬午後６時半

４日㈮午後１時半

①５日㈯午後３時
②９日㈬午前１０時半

６日㈰午前１０時～午
後１時

１０日㈭午後２時

１１日㈷午前１０時～午
後２時

１３日㈰午後２時

１７日㈭午後２時

１８日㈮午前９時３５分

１９日㈯午後１～４時

２０日㈰午後１時

２２日㈫午前９時４５分

２２日㈫午前１１時

２６日㈯・２７日㈰の正
午～午後２時

イベント名
あなただけのお誕生日の
本

おひざの上でおはなし会

自分のアイデアが実現！
交流フロア運営会議

たの

大人が愉しむおはなし会

おはなし会

ことば蔵・雑誌スポンサ
ー阪神自動車学院とコラ
ボ企画 こども運転免許
証をつくろう！

絵本読んで！

ちいさなワークショップ
「ことばぐらキューブを
作ろう�」
車椅子サポーターってな
あに？
親子で遊ぼう！紙芝居
vol.４
おすすめ本の交換会 カ
エボン部特別回「私はこ
の本で読書感想文を書き
ます宣言」
図書館で遊ぼう！夏休み
こどもワークショップ
ジ ン

zineワークショップ

伊丹の民話を聞いて、も
のづくり体験をしよう
第１部
伊丹の民話を聞いて、も
のづくり体験をしよう
第２部

ことば蔵トレイン


